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太宰府市公式SNSの
フォローお願いします！

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

今
年
は
、
本
市
に
あ
る
特
別
史
跡
大
宰

府
跡
と
水
城
跡
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
１
０
０
年
目
を
迎
え
る
年
に
当
た
り
ま

す
。
１
０
０
年
前
、
大
正
10(
１
９
２
１
)
年

３
月
３
日
に
、
当
時
の
史
跡
を
所
管
し
て

い
た
内
務
省
が
出
し
た
官
報
告
示
第
三
十

八
号
に
、「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

第
一
条
ニ
依
リ
、
左
ノ
通
指
定
ス
」
と
さ

れ
、「
史
蹟　

水
城
阯
」「
同　

太
宰
府
阯
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
行
政
区
割

り
と
し
て
は
、
福
岡
県
筑
紫
郡
水
城
村
と

同
県
筑
紫
郡
大
野
村
に
「
水
城
阯
」
が
、
福

岡
県
筑
紫
郡
水
城
村
に
「
太
宰
府
阯
」
が
所

在
し
て
お
り
、
指
定
範
囲
の
図
が
官
報
告

示
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
定
範
囲

を
物
語
る
文
化
遺
産
が
、
現
地
に
残
さ
れ

て
い
る
の
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
現
在

の
特
別
史
跡
大
宰
府
跡
と
同
水
城
跡
の
史

跡
地
内
に
、
高
さ
74
㎝
ほ
ど
の
花
崗
岩
製

の
石
柱
が
建
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
石
柱
に

は
、『
史
蹟
太
宰
府
阯
境
界
』『
史
蹟
水
城
阯

境
界
』と
書
か
れ
て
お
り
、
裏
面
に
は
当
時

の
所
管
で
あ
る
内
務
省
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
が
気
づ
き
や
す
い
場
所
と
し

て
は
、「
太
宰
府
阯
」は
、
令
和
発
祥
の
都
の

起
点
的
な
神
社
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
坂
本
八
幡
宮
南
側
の
市

道
脇
に
１
基
建
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
水

城
阯
」
の
方
は
平
成
29
年
に
開
館
し
た
水

城
館
西
側
に
あ
る
官
道
復
元
箇
所
に
１
基

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
敷
地
境
界
箇
所

に
数
基
建
て
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
す
が
、

大
正
10
年
の
官
報
告
示
に
描
か
れ
て
い
る

大
宰
府
跡
の
北
側
境
界
で
あ
る
政
庁
跡
北

側
の
市
道
付
近
に
は
一
つ
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
恐
ら
く
、
大
正
10
年
以

降
の
市
道
拡
幅
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昨
今
、
市
民
の

皆
さ
ん
を
悩
ま
せ
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
掘
り
起
こ
し
に
よ
っ
て
、
境
界
の
石
柱

が
倒
れ
、
そ
の
ま
ま
埋
没
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
境
界
石
柱
の
残
存
状

況
に
つ
い
て
、(
公
財
)
古
都
大
宰
府
保
存

協
会
の
取
り
組
み
と
し
て
調
査
が
進
め
ら

れ
、
詳
細
は
「
都
府
楼
」
第
52

号
に
報
告
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
境
界
石

柱
に
記
さ
れ
て
い
る
文
字

で
、
気
づ
い
て
い
る
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
大
宰
府

跡
の
境
界
石
柱
に
は
「
太
宰

府
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
記
し
て
い
る

広
報
文
章
の
「
誤
字
」
で
は

な
く
、
現
物
に
全
て「
太
」の

文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
「
大
宰

府
」
と
「
太
宰
府
」
の
区
別
が
明
確
で
な

か
っ
た
頃
の
使
用
を
知
る
上
で
、
貴
重
な

資
料
と
も
い
え
ま
す
。

史
跡
指
定
１
０
０
年
を
現
地
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
文
化
遺
産
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
現

地
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

(
中
島
恒
次
郎
、
田
中
健
一
【(

公
財)

古

都
大
宰
府
保
存
協
会
】)

※

「
大
宰
府
」
と
「
太
宰
府
」
の
近
代
以
降
の
使

用
経
緯
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
資
料
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

重
松
敏
彦
「
古
代
に
お
け
る
「
ダ
ザ
イ
フ
」
の
表

記
に
つ
い
て
」『
年
報 

太
宰
府
学　

創
刊
号
』
２

~
16
ペ
ー
ジ　

２
０
０
７
年
３
月　

太
宰
府
市

市
史
資
料
室

■
大
正
十
年
発
行
の
官
報
告
示
文
書
は
、
現

在
、
左
記
の
施
設
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
併
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
史
跡
指
定
百
年
の
歩
み
』展

場
所
／
大
宰
府
展
示
館

期
間
／
~
令
和
３
年
５
月
16
日
㈰
ま
で

休
館
日
／
月
曜
日
(
た
だ
し
祝
日
の
場
合

　
　
　
　
　

は
そ
の
翌
日
)

入
館
料
／
大
人
２
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生
１
０
０
円

　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

■『史蹟太宰府阯境界』石柱■『史蹟太宰府阯境界』石柱

■『史蹟水城阯境界』石柱■『史蹟水城阯境界』石柱

■文化遺産調査の様子■文化遺産調査の様子

な

か

し

ま

こ
う 

じ 

ろ
う

た 

な

か

け

ん

い
ち

あ

と

あ

と

ま

ち

※

太
宰
府
の
文
化
財
429

今
年
は
史
跡
指
定
１
０
０
年
の
年

34広報だざいふ 2021.2.1 （令和 3 年）


